
令和４年度 学校評価（自己評価） 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

①曜日交換や校時交換により授業時数の ①校標を正しく理解した上で、豊かな人 ①基本的生活習慣の確立 キャリア教育を基礎とした進路指導の充実 ①学校行事の企画・立案と円滑な実施
バランスをとり、教育課程の適正な実 間性を涵養する。 規律ある生活態度の確立 により、進路目標実現につながる生徒の学 ・運営
施に努力する。考査問題や答案の厳正 ②望ましい集団活動を通して、集団の一 挨拶、整容、学習環境の美化等 力の向上、深化を図る。 ②ＰＴＡ活動の活性化及び関係諸団体
な管理、欠試者の迅速な把握と対応、 員として積極的に人間関係を築こうと 校内生活時間の順守 ①自主的な家庭学習習慣の定着（長期目標 との連携・協力

小 正確な成績処理に努力する。 する主体的な態度を育成する。 登校時間、ベル着、ベル授業等 ・短期目標） ③防災意識の高揚と校舎内外の環境整
項 ②組織的な教材研究や教授法研究への取 ③各活動・学校行事を通して、公共の精 ②社会的な規範意識の育成 ②面談、進路学習、進路行事を通した生徒 備
目 組を推進し、教科を超えた（横断的） 神を養い、社会の一員としての自覚や 情報モラルの啓発 個々の適性把握の支援 ④広報活動の工夫、改善並びに情報の

相互授業参観と授業研修を推進する。 強度への愛情を育む。 スマホ使用マナー、インターネット ③各学年・教科間・部活動の連携と情報交 保管、管理の徹底
③図書館活性化モデル校（教科指導型） 利用モラル 換による学力の向上
として、生徒の主体的学習活動を支援 自転車の安全走行の啓発 ④推薦入試制度や新学習指導要領の分析と
する機能を充実させる。視聴覚機器の 防犯意識の確立と盗難防止対策 対策の充実
管理を行うとともに、機器活用のため ⑤生徒・保護者・職員への情報提供
の情報提供に努める。

①コロナ関連長期出席停止生徒のための ①感染対策をしっかり行った上で、その ①生徒のほとんどは、挨拶、整容、学習 ①短期的には週末課題や長期休業中の課題 ①コロナ禍ではあったが、儀式等の学
オンライン授業（授業配信）実施の方 時々の感染状況を踏まえて、行事の実 環境の美化等を行っている。また、昨 等を通した家庭学習習慣の定着、長期的 校行事において、google等を駆使し、
策について各教科と調整し、適切な運 施内容を決めた。コロナ禍で制限はあ 年度と同様、生活委員による挨拶運動 には予習・復習を前提とした授業の実施 円滑な運営ができた。
用を行った。 ったものの、昨年度の反省を活かしな を２回実施した。 や模擬試験を目安とした学習計画を立案 ②ＰＴＡの役員を中心に、コロナ禍の
成績処理については年間日程を予定通 がら実施できることができた。生徒会 ②登校時間、送迎車についてのルール、 させ実施を促した。 もと、協力して事業を進め、業務の
りに実施できた。 執行部や各委員会が先に立って行事の 冬期間の通学方法などについては、生 ②長期休業等を利用した面談や探究の時間 振り返りや次年度への提言を行うこ

②ＩＣＴを活用した授業改善については 企画・運営を工夫して行い、運動会で 活委員が各クラスで、月に２回、呼び を活用した進路学習が活発に行われた。 とができた。
実 取り組む課題を明確にし、組織的に対 はナイスアリーナを会場とする新しい かけを実施した。 進路行事はOneDayカレッジ、進路講演会 ③防災避難訓練では、「三密」を考慮し、
施 応することができた。特にＩＣＴ機器 試みにも主体的に取り組んだ。玲瓏祭 ③全職員による交通安全街頭指導を１回 などを実施できた。 想定場面をしっかり認識させたうえ
状 の活用に関しては、全職員が理解とス は３年生の保護者に限定し、オンライ 実施した。 ③各学年・教科間・部活動の取り組みは行 で、落ち着いた行動をとらせること
況 キルをより向上させることができた。 ンを取り入れる等趣向を凝らし、昨年 ④交通安全教室とスマホ安全教室は、コ われたが、連携には至らなかった。 ができた。
・ また校内授業研修会の際には、教科を 度よりも前進したものとなった。 ロナの影響のため、 オンラインで実 ④「情報」の共通テスト導入や入試科目等 ④ＰＴＡ会報は、年２回の発行を定着
達 超えて参観し、協議においても多角的 ②地域や社会への貢献活動は、なかなか 施し、薬物乱用教室と性教育講座は、 の変化、秋田大学の新学部構想や学科改 させ、紙面のレイアウトや内容を充
成 な視点で意見交換がなされた。 このコロナ禍では、難しいと思われる。 効果的な側面から体育館での実施とな 編などの大学入試改革、新学習指導要領 実させるための工夫を、広報調査部
状 ③図書委員会では通常業務に加えて、他 ＨＰへのアップや、同窓会報などでの った。 での学力観などへの理解が進んだ。 門全体で模索することができた。
況 校とのＰＯＰ交流、図書館報発行等活 告知は行っている。 ⑤地生研の巡視は、例年通り羽後本荘駅 ⑤各学年でClassiを活用した学年通信の配

発な活動を行うことができた。図書の ③コロナ禍での制限の中、玲瓏祭におい 前指導と花火大会の巡視を実施した。 信などの取組があったが、進路指導部と
貸し出し冊数についても年々増加して て生徒が発案した催し物は地域の商店 しては情報提供が弱い。
ている。 街から景品をいただき実施された。

評 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
価

○今年度実施した観点別評価の取り組み ○例年通りの枠にとらわれず、十分な感 ○来年度は小中高地生研事務局の当番校 ○自主的な学習習慣を全生徒に定着させる ○コロナ禍が続いていく中で、儀式の
内容を次年度の改善に繋げる。 染症対策を継続しながらも改善するべ であるため、スムーズな運営に努めた 取組の継続 あり方やＰＴＡ諸行事の実施につい

○年間を通じた授業改善の課題を設定し きところは改善し、安心安全な行事運 い。 ○進路行事の一層の充実と効果的な内容検 て、多くの情報を把握しながら対処
学校全体で取り組むとともに、今年度 営を継続したい。今後も生徒の意見も ○来年度も交通安全街頭指導については、 討 していく必要がある。

次 の成果を継続させＩＣＴ教育の有効活 吸い上げ熟議が必要である。 職員の負担軽減から、場所を減らすな ○学力向上にむけた学校全体の情報共有と ○防災避難訓練では、職員の多くの意
年 用実践例を増やしていく。相互授業参 ○行事について生徒や保護者に説明が行 どして実施すべきと思う。 部活動との連携 見を参考にし、様々なシチュエーシ
度 観に関して広く意見をもとめ実施期間 き渡る工夫や満足度を満たしつつ行事 ○新課程に対応した学力の養成と大学入試 ョンを考慮に入れて実施することが
へ や内容の改善に努めていく。 の簡略化も必要である。 改革へ向けた進路研究および情報収集の 重要になる。
の ○図書館利用者の更なる増加と貸出冊数 継続 ○本校創立１２０周年記念事業への御
提 の増加に向けた啓発、支援活動を今後 ○オンライン等の活用を含む進路情報提供 協力にたいし心から感謝申し上げる
言 も継続していく。また常時開架の新書 の充実 と共に、次の１０年、また５年後の

やブックレットも活用を促す工夫をす 同窓会創設１２０周年を迎えるにあ
る。 たり、さらに各部門との協力体制を

整えていきたい。

《 職員自己評価 》 Ａ：達成 Ｂ：ほぼ達成 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分



令和４年度 学校関係者評価 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について

・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

○学習指導におけるＩＣＴの導入、自宅 ○コロナ禍の中、１２０周年記念事業や ○成人年齢の引き下げを迎え、また、コ ○学力差の大きい中、推薦入試決定者が３ ○同窓会の方々は母校に対する同窓意

待機待機等の生徒への学習機会の確保 三大行事、芸術鑑賞教室、修学旅行な ロナ禍で生徒の学校生活に対して保護 ７名という結果は素晴らしいと思う。 識が強いと感じる。それぞれの分野

学 等の取り組みは、教員の方々の負担な どを実施し得たことは熱意と努力の表 者が触れる機会が減ってきたが、素行 のスペシャリストによる「特別授業」

校 ども考慮する時、積極的に評価される れであり敬意を表する。また生徒の主 の悪さなどが明らかになった場合には、 ○進路行事・進路情報等への取り組みは充 を積極的に企画したらどうでしょう。

関 べきである。一方、大手の学習塾など 体性を重視した取り組みを行っている。 積極的に保護者にも情報共有、指導し、 実していると感じる。

係 が行う配信による講義とは差別化をも 社会に送り出す準備としていただきた ○創立１２０周年記念事業については、

者 ち、クラス単位でも、個別指導する姿 ○コロナ禍でも実施されたことに共感す い。 ○クラッシー等で進路指導情報などが保護 ご苦労や工夫されて面があったと思

の 勢を確立してもらいたい。 る。アンケート内容を加味し基本的な 者に提供されていることは非常にありが う。無事終えられたのは、先生と生

ご 方向性も発信し、共有することが大切 ○重点項目に揚げた２項目については、 たい。一方で、学力の二極化が懸念され 徒のつながりがよいからと感じる。

意 ○各学年に応じたきめ細やかな指導が行 である。 取り組みが十分なされている。保健班 る中、「家庭科」などの授業の進め方など、

見 われている。 との連携となるが生徒理解を含めた積 進路希望に応じて個別対応でもよいので ○家庭や地域の役割を学校が担ってい

・ ○三大行事が対策を行い、安心して活動 極的な生徒指導の観点からの重点目標 はないか。 る状況や、新教育課程のとりくみな

ご ○各学年とも確固たるポリシーを基に指 できるよう配慮されていることに感謝 も設定されればと思う。 ど現場の大変さを痛感した。

感 導に当たっている。また学校全体とし する。 ○日頃の活動には敬意を表するが、この観

想 てＩＣＴを活用し学習に役立てている。 ○生徒の挨拶はきちんとできているので 点ほど、「ＫＰＩ」を掲げてＰＤＣＡサイ ○ＰＴＡ会員の中で、直接自身が同窓

及 ○コロナ禍での行事の計画・実施は大変 外部評価を学校内で共有してほしい。 クルを廻す必要があると考えられ、自己 会とは関係しない方もあり、そうし

び ○「ＫＰＩ」を設定していないためＰＤ と思います。近年、又対応が変わり、 評価のまとめ方が疑問である。 た方々が疎外感を憶えることがない

ご ＣＡが不十分である。 少しでも以前のように盛り上がること ○自己評価「Ｃ」の根拠が分からない。 ような連携のあり方も模索されるべ

提 を祈ります。 ○生徒の学力差や今後の入試科目の変更に きではないか。また支援学校との協

言 ○文章評価まとめの地歴公民科に、「ＩＣ ○日頃から基本的生活習慣の確立のため、 対応されている。保護者への１年次から 働作業や老健施設などへ、吹奏楽部

等 Ｔの導入の活用は進んでいるが、成果 ご指導いただいている。社会に出ても の進路指導選択に関する情報の整理・提 などを動員するなど、地域への貢献、

と課題の検証が不十分である。」とあ 通用する指導していただいていること 供も必要である。 ボランティア活動なども積極的に取

る。時代の趨勢として、今後もＩＣＴ は保護者側としても感謝している。 り組むべきではないか。

の活用はさらに進展すると考えると、 ○生徒個々に応じた指導・適性把握支援を

ＩＣＴの積極的活用は勿論のこと、そ ○今後青少年の栄養や疾病予防に関する していただくことで、目標の実現につな ○各分掌に「ＫＰＩ」を設定していな

の内容が「思考力」や「表現力」の育 望ましい習慣も学んでほしい。 げるようご指導いただき感謝している。 いためＰＤＣＡが機能しているかは

成につながるものか十分検討しないと 疑問である。外部評価の意味とは

学校間格差が生じる懸念がある。これ ○良く指導されていると思います。町中 ○進路に関する情報は、親同士のつながり 何であるか。

からの教育は「ＩＣＴの活用が前提と で整容の乱れを目にすることもありま がないために不足しているのではないか。

なる世界」という方向性は変わらない せん。しかし、常に引き締める必要は 親も努力するべきである。 ○記念誌は素晴らしかったが、情報が

と思う。ＧＩＧＡスクール構想は理想 あると思います。 なく見逃したという声もあり残念で

的ではあるが現実問題として非常に難 ある。

しい問題を抱えている。ＩＣＴは魔法

ではなく授業を作るのは教師ですので

試行錯誤を繰り返し進めていくしかな

い。

○研修班の相互授業参観など、授業改善

に向けた取り組みは、大いに評価でき

る。また学力格差については進路指導

部・研修班・学年部がより連携を深め

て取り組む必要がある。

評 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ

価

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。

Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。

Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。


